










目的 

本態性高脂血症は多くの場合,思春期を過ぎて発症あるいは増悪し,中年を過ぎて動脈硬化

などの合併症が顕性化する。しかしなかには家族性高乳び血症(Ⅰ型高リポ蛋白血症)や家

族性高コレステロール血症ホモ接合体のように乳・幼児期から発症するものもあるし,成人

になって発症する場合でも動脈壁への脂質蓄積は若年期の方が強く進行する。したがって

遺伝素因のあるものに対しては早期診断,早期治療によって重篤な合併症の進展を防ぐ必

要がある。 

遺伝素因の明らかな本態性高脂血症として現在 6 種の,原因を異にする疾患単位があげら

れているが,そのうち最近原因が明瞭になったのは家族性高乳び血症と家族性高コレステ

ロール血症の 2つで,他は一部のみ明らかか,あるいは家系調査を通じて遺伝性が確認され

ているに過ぎない。また前 2者にも幾つかの亜型のあることがわかって来た。 

今回の研究では,①これら各疾患単位の原因の究明,②モニタリングの手段,③一般人口中

の発生頻度と合併症発生頻度などについての調査を行うことを目的とする。 


